
令和６年度 第４回末野原地域会議 会議録 

 

■日 時  令和６年７月１８日（木） 午後 7 時から８時４５分 

■場 所  上郷交流館 ２階 ふれあいホール 

■出席者  委員       ：１４名（欠席 ２名） 

事務局（上郷支所）：下川支所長、小船担当長 

 

■次 第  

「豊田市民の誓い」唱和 

１ 会長あいさつ 

２ 第３回地域会議の会議録について 

３ 協議事項 

（１）テーマの選定方法について（意見シートまとめ） 

（２）地域会議で協議するテーマについて 

（３）これまでの取組について（末野原の地域課題解決事業） 

４ その他 

（１）地域会議からの９総に関する答申への対応について 

（２）上郷地域バスについて 

（３）費用弁償費について 

（４）次回の地域会議について  

 

■議事（要約） 

１ 会長あいさつ  省略 

 

２ 第３回地域会議の会議録について 

第３回地域会議の会議録の内容確認を行い、了承を得た。 

 

３ 協議事項 

（１）テーマの選定方法について（意見シートまとめ） 

・前回会議及び意見シートの意見により、地域会議で協議するテーマの選定方法

を確認した。 

・テーマ選定の切り口としては、既存のデータ（統計データやアンケート調査結

果など）から地域の特徴をつかみ、その後、社会潮流なども踏まえてテーマを

選定することで承認された。 

・その他、委員自身が考える地域会議で検討した方がよいテーマ等について、意

見シートの内容を確認した。 

 ＜意見・質問＞ 

（委 員）会長あいさつの中で、前回はテーマについて簡単に決めたため、今回は時

間を割いてテーマを検討したいとあったが、現状では議論のスタートライ

ンにも立ってないように感じる。前回は何がいけなかったのか。 



（委 員）前回は、地域会議アンケートと委員の思いを踏まえてテーマを決め、４つ

の分野をグループに分かれて協議した。最終的に、地域会議全体の意見と

してまとめる際に、ひとつ（交通安全）に絞られ、他の３分野は中途半端

に終わってしまい、せっかく議論してきたのに、残念に感じた。 

     そのようなことがないように、スタート時にテーマ選定と議論の進め方に

ついて委員みなさんで共有し、議論が無駄になることがないように進めた

い思う。 

 

（２）地域会議で協議するテーマについて 

・全体スケジュールと今後の進め方について確認した。 

・地域会議で協議するテーマについて、全員の意見を確認した。 

・今回の意見を参考に、意見シートの提出を依頼した。 

 

地域会議で協議するテーマについての意見出し（まとめ） 

ﾃｰﾏ 意見数 選んだ根拠 課題と思われる点 

防災 7 

・令和５年度地域会議アンケートでは６位

だが、広域的に取り組むべき分野 

・９総中間報告会で全市的にも人口減少が

進む 

・令和２年度地域自治システムアンケート

より、地域の意識が高い 

・近年の異常気象より水害対策を考えてい

く時期 

・防災講座の参加により必要性を意識した 

・過去に家下川が氾濫した事実があるが、

住民の関心が低い(白針公園付近) 

・自治区との連携 

・身を守る、自助の意識（事前災害や

熱中症などに対して） 

・前回取組を振り返りながらやってい

けばよい 

・リアルに避難した時のことを考える

と備えが必要（現状はたして動ける

か） 

・各種団体では訓練しているが連携で

きるか（シミュレーションが必要） 

魅力 

UP 
2 

・誇れる地域にしたい 

・楽しみながら取り組める 

（着地点の議論が必要） 

 ⇒拳母線に桜並木を実現 

・後継者不足の解消（楽しめる活動を

通じてリーダーを発掘） 

・区の存続危機 

高齢

化 
3 

・高齢化、後継者（リーダー）不足 

・R4 地域会議アンケートで上位 

・地域カルテにより、末野原地域の高齢者

の人口増加 

・高齢者を軸に、各種分野(防災・防犯・

交通安全等々)を考えてく必要あり 

・区の存続危機 

・生きがいづくりや健康づくりが必要 

・今後、課題の抽出が必要 

（年代別、ソフト or ハード対策） 

・体力、知力、趣味、食、お金等々、

課題はたくさんあり整理が必要 

防犯 1 
・犯罪の多様化 ・予防策（今が不十分？） 

・情報の集め方 

交通 

安全 
1 

・ヘルメットの着用率が低い ・(特に中学生の)ヘルメットデザイン

に工夫の余地あり 

ごみ 

環境 
1 

・ゴミステーションの確保が難しい現状 ・名古屋市は各戸回収 

・パッカー車が入れないエリアもある 

・マナーが悪い 

その

他 
1 

全ての分野共通の視点として、ひとりひとりの意識付けをやっていく必要がある 

（例）マナー向上かるた（わかりやすさ、親しみやすさ） 

 



（３）これまでの取組について（末野原の地域課題解決事業） 

・これまで末野原地域会議で検討して事業化した「地域課題解決事業」と、令和

５・６年度の全地域の地域課題解決事業について紹介した。 

 

４ その他 

 事務局から、次の事項について連絡した。 

・地域会議からの９総に関する答申への対応について配布 

・上郷地域バスの利用実績や８月からのキャンペーンを紹介 

・４～６月分の費用弁償費について振り込み日の連絡 

・次回の地域会議について（会場変更あり） 

と き：令和６年８月２２日（木）午後 7 時から 

ところ：上郷交流館２階 ふれあいホール 

 


